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外
国
人
専
用
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
病
院
の
開
設
に
よ
る
地
域
医
療
の
提
供
体
制
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
医
療

法
改
正
の
必
要
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
総
理
が
本
部
長
と
な
っ
て
い
る
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
本
部
の
下
、
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
会
議
医
療
国
際
展
開
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
定
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
定
義
に
沿
っ
て
、
医
療
渡
航
支
援

企
業
及
び
渡
航
受
診
者
受
入
医
療
機
関
が
民
間
主
導
で
展
開
し
て
お
り
、
医
療
滞
在
ビ
ザ
発
給
数
が
六
年
で
約
二
十
倍
の
千
三

百
八
十
三
枚
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
治
療
や
検
診
を
目
的
に
来
日
す
る
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
た
び
、
川
崎
市
に
計
画
の
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
た
外
国
人
専
用
の
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
病
院
計
画
は
、
保
険
医
療
機
関
の

指
定
を
受
け
る
必
要
が
な
い
た
め
、
医
療
法
第
三
十
条
の
十
一
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
が
病
床
過
剰
を
理
由
に
開
設
の
中

止
を
勧
告
し
て
も
、
従
う
義
務
や
罰
則
は
な
い
た
め
、
そ
の
抑
止
力
が
働
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
病
院
の
開
設
が
全
国
で
進
む

と
、
地
域
医
療
に
必
要
な
病
床
や
医
師
の
確
保
に
支
障
を
来
し
、
地
域
医
療
の
提
供
体
制
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

一
方
、
厚
生
労
働
省
は
、
二
〇
三
六
年
に
は
二
・
四
万
人
の
医
師
が
不
足
す
る
と
試
算
し
て
お
り
、
医
療
法
に
規
定
さ
れ
た

地
域
医
療
構
想
を
実
現
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
医
療
資
源
の
適
正
配
分
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

一



そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。
な
お
、
先
に
受
け
取
っ
た
「
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
と
地
域
医
療
及
び
国
民
皆
保
険
へ
の
影

響
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
に
お
い
て
は
、
「
医
療
を
目
的
に
来
日
し
た
外
国
人
を
対
象
に
す
る
自
由
診
療
・
・
・

の
み
を
行
う
専
門
病
院
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
」
な
ど
と
は
ぐ
ら
か
す
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
本
年
二
月
二
十

七
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
に
お
い
て
は
、
新
谷
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
が
「
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
訪
日
外
国
人

専
用
で
自
由
診
療
の
み
を
行
う
病
院
の
開
設
の
計
画
が
あ
る
こ
と
の
情
報
提
供
な
ど
が
あ
っ
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
こ
れ
以
上
の
は
ぐ
ら
か
し
答
弁
、
質
問
者
を
軽
視
す
る
答
弁
を
し
な
い
よ
う
、
強
く
求
め
る
。
ま
た
質
問
項
目
ご
と
に

個
別
に
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
。

一

医
療
法
第
一
条
に
お
い
て
、
「
国
民
の
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
国
民
」

に
は
、
医
療
滞
在
ビ
ザ
で
入
国
し
た
外
国
人
も
含
ま
れ
る
の
か
。

二

新
谷
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
が
答
弁
し
た
と
こ
ろ
の
「
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
訪
日
外
国
人
専
用
で
自
由
診
療
の
み
を
行
う

病
院
の
開
設
」
を
、
我
が
国
に
お
い
て
認
め
る
べ
き
と
政
府
は
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
は
こ
れ
を
推
進
す
る
立
場
に
あ
る

の
か
。

三

保
険
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
な
い
「
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
訪
日
外
国
人
専
用
で
自
由
診
療
の
み
を
行
う
病
院

二



の
開
設
の
計
画
」
が
、
医
療
法
第
七
条
上
の
構
造
設
備
、
人
員
要
件
に
適
合
し
て
い
た
場
合
、
都
道
府
県
知
事
は
開
設
許
可

を
与
え
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

医
療
法
第
三
十
条
の
十
一
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
の
勧
告
が
、
保
険
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
な
い
「
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
訪
日
外
国
人
専
用
で
自
由
診
療
の
み
を
行
う
病
院
の
開
設
の
計
画
」
に
は
全
く
効
果
が
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
同
様
の
計
画
が
無
秩
序
に
全
国
で
進
ま
な
い
よ
う
、
医
療
法
第
七
条
を
は
じ
め
と
し
て
、
病
床
規
制
に
係
る
必
要
な
法

改
正
の
検
討
に
、
政
府
と
し
て
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

五

具
体
的
に
は
、
医
療
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
列
記
さ
れ
て
い
る
、
不
許
可
に
で
き
る
公
的
病
院
等
の
各
号
の
「
八
」
の

次
に
「
九
」
と
し
て
「
第
三
十
条
の
十
一
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
の
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
者
」
を
加
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
な
改
正
を
行
っ
た
場
合
、
医
療
法
第
一
条
に
照
ら
し
、
ど
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
じ
る
と
考
え
て
い
る
の

か
。

六

ま
た
、
同
法
第
三
十
条
の
十
四
の
「
協
議
の
場
」
で
の
協
議
結
果
に
関
し
、
第
二
項
に
あ
る
、
協
議
が
調
っ
た
も
の
に
つ

い
て
、
「
そ
の
実
施
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
努
力
義
務
規
定
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
「
協
力

す
る
も
の
と
す
る
」
と
義
務
規
定
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
改
正
を
行
っ
た
場
合
、
医
療
法
第
一
条
に
照
ら

三



し
、
ど
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
じ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

七

ま
た
、
同
法
第
三
十
条
の
十
六
第
二
項
か
ら
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
指
示
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
要
請
す

る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
」
を
削
除
し
、
い
わ
ゆ
る
民
間
病
院
に
対
し
て
も
「
指
示
」
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
改
正
を
行
っ
た
場
合
、
医
療
法
第
一
条
に
照
ら
し
、
ど
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
じ
る
と
考
え
て

い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


